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研究成果の概要 

2024 年度は「藻場吸収源デジタルツイン」における現場観測・調査部分及び数値モデル部分に

ついて、昨年度に引き続き技術開発に必要なデータの取得・整理を行うとともに、観測・調査及び

数値モデル実験体制を構築して、各要素技術の開発を実施した。 

現場観測・調査部分としては、厚岸湾において空中・水中ドローン調査によりアマモ場の 3 次元

構造を把握し生物量推定が可能となった。また厚岸湾における海底堆積物調査から、藻場の生物

量の 0.01～10％相当量が海底に堆積していることを推定した。加えて、海岸に打ち上がる海藻類

量の変化から流出動態を推定するタイムラスプカメラによる連続撮影を開始した。さらに極沿岸～

外洋調査（A-line・L-line調査）として 2025年 5月と 10月に採水・採泥調査を実施し、その分析結

果としてDOCの起源が 5月は親潮、10月は暖水塊と由来が異なる可能性を示すとともに、海底峡

谷部に有機炭素の集積を確認した。さらに分解実験から冷温帯性の大型褐藻類は 1 か月程度で

細粒化したのに対し、海草類は 1 年後も葉の状態のまま維持されることを示した。さらに堆積資料

の分析結果から、安定な陸棚堆積物となる前の、有機物を多量に含む準安定な堆積物が貯留さ

れているホットスポットが浅海域に存在し、この堆積物に藻場由来ブルーカーボンが多量に含まれ

ることを示した。 

数値モデル部分としては、コンブ輸送を表現する粒子追跡モデルの試用版を開発し、将来予測

データの historical runを用いた沈降速度に関する感度実験を実施した。その結果として、コンブの

大きさに依存する沈降速度の違いによって移動速度や分布範囲に大きな差が生じることを示した。

さらに AI 基盤開発として、深層学習を用いた水中画像の高品質化及びマルチモーダル基盤モデ

ルによる少数データからの藻場領域推定技術の開発を行い、藻場領域推定精度が向上することを

示した。 
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